
■
令
和
７
年
度
よ
り
固
定
資
産
税
の
納
期

前
納
付
報
奨
金
制
度
を
廃
止

■
４
億
５
３
２
１
万
１
千
円
増
額

【
増
額
の
主
な
も
の
】

●
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給

付
金
給
付
事
業
費

　

２
億
５
６
３
９
万
２
千
円

●
新
た
な
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
価
格
高
騰
重
点
支
援
給

付
金
給
付
事
業
費

　
５
１
７
８
万
２
千
円

●
予
防
接
種
費　
５
８
１
５
万
５
千
円

●
事
業
者
電
気
・
ガ
ス
料
金
高
騰
対
策
支

援
事
業
費　
４
０
４
７
万
４
千
円

●
上
水
道
公
営
企
業
管
理
費
（
水
道
基
本

料
金
６
・
７
月
分
の
免
除
に
係
る
財
源

と
し
て
水
道
事
業
会
計
に
支
出
）

　

２
９
４
４
万
５
千
円　
な
ど

■
１
０
４
８
万
７
千
円
増
額
（
令
和
６
年

12
月
２
日
か
ら
現
行
の
保
険
証
が
発
行

で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
資
格
確
認

書
や
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
発

行
す
る
た
め
の
費
用
）

　

資
格
確
認
書
の
発
行
は
、
国
の
方
針
に

よ
り
実
質
的
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
本
来
、
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
現
行
の
健

康
保
険
証
を
残
せ
ば
、
資
格
確
認
書
を
発

行
す
る
た
め
の
多
額
の
予
算
も
、
自
治
体

職
員
の
業
務
負
担
も
必
要
な
い
。
税
金
、

手
間
、
時
間
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
国
に

よ
る
地
方
自
治
の
否
定
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

■
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
な
ど

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
つ
い

て
、
限
度
額
を
22
万
円
か
ら
24
万
円
に
２

万
円
引
き
上
げ
、
国
民
健
康
保
険
税
全
体

の
賦
課
限
度
額
が
１
０
４
万
円
か
ら
１
０

６
万
円
に
な
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
物
価

高
騰
の
波
が
引
き
続
き
押
し
寄
せ
て
い
る

今
、
行
う
べ
き
こ
と
は
、
住
民
の
生
存
権

を
守
れ
る
制
度
へ
の
転
換
を
国
に
求
め
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

減
額
の
対
象
と
な
る
所
得
の
引
き
上
げ

部
分
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
世
帯
の
救
済

処
置
と
し
て
異
論
は
な
い
。

議
案
第
30
号

阿
久
比
町
税
条
例
の一部
改

正
に
つ
い
て

可決
議
案
第
31
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町一般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

可決
議
案
第
32
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

可決

承
認
第
３
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
阿
久
比
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
等

の一部
を
改
正
す
る
条
例
）

可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

第２回 定例会　主な議決内容

新
美
加
寿
奈 

議
員

賛
成
討
論

中
村　
　
仁 

議
員

賛
成
討
論

意
見
書
案
第
１
号

災
害
発
生
時
に
お
け
る
信
頼
性
の
高
い

情
報
連
携
体
制
の
構
築
へ
の
支
援
を
求

め
る
意
見
書提

出
者　
都
築　
清
子 

議
員

　
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
対
し
て
、
被
災
者
の
命
を
救

う
活
動
を
大
き
く
阻
害
す
る
偽
情
報
の

拡
散
防
止
は
喫
緊
の
課
題
。
政
府
に
対

し
、
信
頼
性
の
高
い
情
報
連
携
体
制
の

構
築
に
向
け
支
援
の
積
極
的
な
推
進
を

求
め
る
。

①
情
報
発
信
者
や
情
報
発
信
機
器
の
事

前
登
録
等
に
よ
り
、
情
報
の
信
頼
性

を
整
備
す
る
こ
と
。

②
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
国
と

地
方
自
治
体
の
災
害
情
報
共
有
体
制

を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
適
切
な
情

報
分
析
と
迅
速
な
対
策
を
促
す
気
象

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
自
治
体
へ
の

配
置
を
支
援
す
る
こ
と
。

③
正
確
な
情
報
を
発
信
す
る
公
的
情
報

サ
イ
ト
や
政
府
認
定
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
、
国
民
へ
の
普
及
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
。

意
見
書
案
第
２
号

「
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定
）」
の
早
期
改
正
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
新
美
三
喜
雄 

議
員

　
人
権
保
護
及
び
冤
罪
被
害
者
救
済
の

観
点
か
ら
、
国
及
び
関
係
機
関
に
お
い

て
、
諸
課
題
の
整
理
を
進
め
、
次
の
事

項
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

①
再
審
の
た
め
の
す
べ
て
の
証
拠
の
開

示
②
検
察
官
の
不
服
申
立
て
の
禁
止

③
再
審
に
お
け
る
手
続
き
の
整
備

　
過
去
の
４
大
冤
罪
事
件
で
は
死
刑
確

定
後
24
年
〜
34
年
後
に
無
罪
に
な
っ
て

い
る
事
や
、
最
近
の
袴
田
事
件
で
は
死

刑
確
定
後
２
度
目
の
再
審
決
定
が
さ
れ

43
年
後
の
今
年
９
月
に
判
決
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
大
変
長
い
年
月
を
要

し
て
い
る
。
75
年
ぶ
り
の
再
審
法
の
改

正
を
強
く
求
め
る
。

　
冤
罪
は
冤
罪
被
害
者
だ
け
で
な
く
そ

の
子
ど
も
や
家
族
、
周
り
の
人
々
の
人

生
を
狂
わ
せ
る
。
再
審
法
の
改
正
は
、

５
月
25
日
時
点
で
全
国
２
５
９
自
治
体

が
採
択
し
て
お
り
、
党
派
を
超
え
て
議

員
が
取
り
組
む
課
題
で
あ
り
、
こ
の
時

代
に
生
き
る
も
の
の
責
任
で
あ
る
。

提　

出

不
提
出

意
見
書

意
見
書

議
会
の
意
見
を
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
庁

に
提
出
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